	４）埋立処分について
（１）焼却処理により発生した焼却灰（主灰、飛灰）、排水汚泥等並びに選別・仕分け処理により　　　取り除かれた不燃物については、管理型最終処分場で埋立処分することとする。


〔趣　旨〕
焼却処理により発生した焼却灰、排水汚泥並びに選別・仕分け処理により取り除かれた不燃物については管理型最終処分場で埋立処分すること、また、埋立方法や測定に関する事項、及び測定結果に基づく対策等について規定しています。
〔解　説〕
１ 埋立処分における廃棄物の流れ　
受け入れた焼却灰等を受入施設で計量した後、管理型最終処分場で埋立てます。埋立地から発生する排水は排水処理施設で処理した後、公共用水域等に放流されます。
２　埋立作業により周辺住民や作業者の受ける線量の試算結果について
災害廃棄物を処理した焼却灰などの廃棄物を埋立処分する場合、周辺住民や作業者の受ける線量の試算　条件及び試算結果は表-3.6.13のとおりです。
表-3.6.13　埋立て作業により受ける線量（2,000Bq/kg）の試算結果
	
	作業者が受ける線量の試算結果
（mSv/年）
	周辺住民が受ける線量の試算結果（mSv/年）
	設定した条件
	設定した条件と実際の作業との違い（余裕度）

	埋立基地ダンプ受付作業者
	0.15
	
	＜作業場所等＞
ダンプで運搬された焼却灰を荷台に接する位置の高さ1mから確認する
＜作業時間＞
1日3.5時間、年間250日
	想定した条件は、埋立物が全て2,000Bq/kg の焼却灰としている。実際には災害廃棄物と通常ごみを混合焼却した焼却灰、産業廃棄物やしゅんせつ土砂などと混合されて埋め立てられる

	埋立物一時置き場作業者
	0.50
	
	＜作業場所等＞
埋立物が130m×35mの一時置き場に２cmで薄く堆積しており、その一角に長さ100m×幅10m×高さ1.5mの埋立物の山がある。
薄く堆積した物の上で、かつ、埋立物の山の前1mでの作業を想定
＜作業時間＞
1日7時間、年間250日
	

	埋立物運搬船作業者
	0.58
	
	＜作業場所等＞
埋立物が、長さ40m×幅15m、深さ5mの入った運搬船で運転
＜作業時間＞
1日8時間、年間250日
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＜凡例＞

作業時間のうち、出発・到着時の1時間は埋立物の直近で作業。残りの7時間は埋立物から7m離れ、鉄板3mmで遮蔽された船室に滞在する
	

	埋立場所作業者
	0.86
	
	＜作業場所等＞
埋立場所（無限平面）に廃棄物を3m  埋め立てた上で作業
＜作業時間＞
1日6時間、年間250日
	

	埋立物一時置き場周辺事業所勤務者
	
	0.0014
	＜作業場所等＞
埋立物一時置き場から40m離れた事業所に勤務する。
＜作業時間＞
1日8時間、年間250日
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空間線量率 受入前：日1回（5
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NaIシンチレーションサーベイメータ

敷地境界4方向4地点、埋立区画ごと4方向4地点、埋立

作業場所ごと1地点、受入施設事業場内1地点、高さ1m

で測定、5回測定の平均値、時定数は20秒以上
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廃棄物等の放射能調査・測定方法暫定マニュアルに定

める方法

検出下限値については、府が定めた値とすること。

注１）放射性物質濃度の測定値が次の①、②に示す値より十分低くかつ増加傾向がみられない場合は、測定

　　回数を減じることができる。

　①放流水の放射性物質濃度（（３）ウの式により算定した値）について、１

　②排水汚泥の放射性物質濃度について、埋立ての目安値

注２）最終処分場の敷地境界、埋立区画、埋立作業場所及び受入施設の敷地境界、事業場内の空間線量率の

　　測定値が一定期間、異常に高くなることがない場合は、測定回数を減じることができる。


1日8時間のうち、事務所内で4時間、　事務所外で4時間作業
	


３ 「排水汚泥」とは　
　主として焼却施設の湿式排ガス処理施設から発生する廃水の処理過程で生じる、無機質または有機質の最終生成物が凝集して出来た固体のことで、スラッジともいわれます。
４ 「管理型最終処分場」とは　
管理型最終処分場では、埋立地から出る浸出液による地下水や公共水域の汚染を防止するためのしゃ水工（埋立地の側面や底面をビニールシートなどで覆う）、浸出水を集める集水設備、集めた浸出液の処理施設などが　　設置された最終処分場です。
廃棄物処理法で定められた技術上の基準を遵守する必要があります。
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図-3.6.16　管理型最終処分場のイメージ図
５　「選別・仕分け処理により取り除かれた不燃物」とは　
選別・仕分け処理を行った際に除去された「コンクリートくず」、「金属くず」、「ガラスくず」、並びに「土砂類」のことをいいます。
〔運　用〕
焼却施設で発生した焼却灰などの災害廃棄物を処理したものは、管理型最終処分場で埋立てを行います。
	（２）水面における埋立処分
（２）－１　大阪市北港処分地（夢洲１区）における埋立処分
ア　埋立処分にあたっては、次のとおり行うこととする。
（ア）　焼却灰等は陸域化部に埋立処分することとし、埋立場所が特定できるように措置する。
（イ）　埋め立てる焼却灰等と水がなるべく接触しないように場内の水が溜まりやすい場所での埋立ては行わない。
（ウ）　埋め立てる焼却灰等が、将来、沈下により保有水と接触しないよう、あらかじめ土壌層を敷設する。
（エ）　焼却灰等の最下部にゼオライト層（20cm程度）を敷設した上で埋め立てる。
（オ）　飛散、流出防止のため即日、土又は遮水シートで覆う。
イ　排水中のダイオキシン類・重金属類等を測定し、廃棄物処理法の排水基準を遵守することとする。測定は、廃棄物処理法に定める頻度・方法により実施することとする。
[image: image4.emf]ウ　排水処理施設に入る前の原水の放射性物質濃度は、3ヶ月間の平均濃度について、次の式により算定した値が１を超えないようにすることとする。
セシウム134の濃度（Bq／L）
＋
セシウム137の濃度（Bq／L）
60（Bq／L）
90（Bq／L）
エ　処分地の敷地境界、埋立区画及び埋立作業場所で空間線量率を測定する。放流水、排水処理施設に入る前の原水及び排水処理施設からの排水汚泥について、放射性物質濃度を測定する。測定対象等詳細については、図６及び表５のとおりとする。
　　測定の結果、処分地の敷地境界、埋立区画及び埋立作業場所の空間線量率が異常に高くなった場合並びに放流水、排水処理施設に入る前の原水、排水汚泥の放射性物質濃度が次の（ア）又は（イ）に該当した場合は、処理を中断し、埋立物、処分地の詳細調査を行う。埋立ての目安値を超過した埋立物、排水汚泥があった場合は、作業者が放射線による影響を受けないように措置をとった上で、処理方法について検討する。
（ア）　放流水及び排水処理施設に入る前の原水の放射性物質濃度について、（２）－１ ウの式により算定した値が１を超過した場合
（イ）　排水汚泥の放射性物質濃度が埋立ての目安値を超過した場合
（２）－２　大阪市北港処分地（夢洲１区）以外での埋立処分
当該処分場における安全性の個別評価結果が国から示された段階で、専門家の意見を聞き、処理方法について取りまとめることとする。


〔解　説〕
大阪市が所有する北港処分地（夢洲1区）における埋立処分について記載しています。
北港処分地以外については、安全性の個別評価結果が国から示された段階で、専門家の意見を伺い、その結果を踏まえて取りまとめを行い、必要に応じて指針の改定を行うこととします。
１　「水面における埋立処分」とは
最終処分は、立地面から「陸上」と「水面」に分類することができ、廃棄物処理法施行令により、以下のとおり「水面埋立地」について定められています。本指針では、この水面埋立地として指定を受けた区域に、廃棄物を管理型最終処分場に埋立てすることをいいます。
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＜廃棄物処理法施行令　抜粋＞
（一般廃棄物処理施設）
第五条
2 法第八条第一項 の政令で定める一般廃棄物の最終処分場は、一般廃棄物の埋立処分の用に供される場所  （公有水面埋立法（大正十年法律第五十七号）第二条第一項の免許又は同法第四十二条第一項の承認を受けて 埋立てをする場所（以下「水面埋立地」という。）にあつては、主として一般廃棄物の埋立処分の用に供される場所として環境大臣が指定する区域に限る。）とする。
２　「陸域化部に埋立処分する」とは
　北港処分地には、残余水面部と陸域化された部分があります。「北港処分地(夢洲1区)における災害廃棄物の焼却によって生じる焼却灰の埋立処分にかかる個別評価について（環境省、平成24年６月５日）」によると、残余水面部及び陸域化部のどちらに埋め立てた場合でも、国が示す基準以下となり、十分な安全性を確保できるとの結果となりました。
　放射性セシウムが水に溶けやすいことを考慮して、陸域化部への埋立てをすることとします。
図-3.6.17　北港処分地の概要
３　「あらかじめ土壌層を敷設する」とは
　前述の個別評価結果によると、受入予定区画において焼却灰等を埋め立てた場合、将来、沈下が予想され、その際、保有水面に接触すると示されています。焼却灰等と水との接触をできるだけ避けるために、受入予定区画に、事前に必要な土壌層を敷設することとします。
４　「ゼオライト」とは
ゼオライトとは、特定の物質を吸着する特性や、イオン交換の特性を持つ天然あるいは人工の鉱物であり、放射性セシウムの吸着能力が高いものです。

顆粒ゼオライト　　　　　　　　　　　　　　　粉末ゼオライト
図-3.6.18　ゼオライトについて
写真：（独）国立環境研究所；放射性物質の挙動からみた適正な廃棄物処理処分（技術資料 第二版）
５　「即日、土又は遮水シートで覆う」とは
　焼却灰等の埋め立てた際に、飛散、流出防止のため、作業終了後、表面を土又は遮水シートで覆うことをいいます。なお、覆土の厚さはおおむね50cmとします。
６　「排水中の重金属類」とは
　「一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令」の別表第二の上欄に掲げる「地下水等検査項目」のことをいいます。
７　「原水の放射性物質濃度」とは
原水1Lあたりの放射性物質からの放射能量（Bq／L）をいいます。なお、原水とは、処分地における排水処理施設で処理される前の残余水面部にある水のことをいいます。
８　「放流水の放射性物質濃度」とは
放流水1Lあたりの放射性物質からの放射能量（Bq／L）をいいます。なお、放流水とは、処分地における排水処理施設で処理されたのち、公共用水域等へ放流する水のことをいいます。
９　「排水汚泥の放射性物質濃度」とは
排水汚泥1kgあたりの放射性物質からの放射能量（Bq／kg）をいいます。
10　北港処分地の水質管理について
北港処分地の水質については、放流水の放射性物質濃度がこの指針に規定する排水中の放射性物質の濃度基準を超えないように管理する必要がありますが、万が一、濃度基準を超えても、排水処理施設を停止するなどの対策が可能となるよう、放射性物質濃度の管理は、『排水処理施設に入る前の原水において以下の濃度基準を満足すること』とし、排水処理施設の入口で原水、排水口で放流水の放射性物質濃度を監視します。
また、廃棄物処理法で定められている技術上の基準を遵守する必要があります。

（原水、放流水中の放射性物質の濃度基準）
	セシウム134の濃度（Bq／L）
	＋
	セシウム137の濃度（Bq／L）
	≦
	１

	60（Bq／L）
	
	90（Bq／L）
	
	


〔運　用〕
１　3ヶ月の平均濃度について
3ヶ月間の平均濃度の考え方は以下のとおりとします。 
 (1) 1ヶ月に１回以上測定を行います。セシウム134、137の測定値を、それぞれ60、90で除し、和を求めることで、1に対する割合を求めます（有効数字2桁）。測定値が検出下限値未満であった場合は、検出下限値を用いて計算します。
(2) 1ヶ月に2回以上測定を行った場合は、(1)で求めた割合の平均値を取り（有効数字2桁）、その月の測定値とします。 
(3)(1)もしくは (2)の測定結果について、連続3ヶ月間の平均値を取り、この値を「3ヶ月間の平均濃度」とします（有効数字2桁）。 
２　北港処分地での測定について
2-1　敷地境界、埋立区画、埋立作業場所
埋め立てた焼却灰等による周辺への放射性物質の影響を確認するために敷地境界で空間線量率を測定します。
(1)測定機器
空間線量率の測定は、NaIシンチレーションサーベイメータ（エネルギー　補償形）により行います。機器は、1年以内に校正されたものを使用します。
(2)測定方法
測定は以下の手順に従って行います。
1 埋立てを開始する前の測定
・埋立てを開始する前に、処分地の敷地境界線でバックグラウンド測定を行います。
・測定地点は、処分地の敷地境界線の4方向4地点、埋立区画ごと4方向4地点、埋立作業場所ごと1地点とします。
・埋立て前に日1回、5日間測定します。
2 埋立て開始後の測定
・埋立て開始後は、週1回測定することとしますが、台風、集中豪雨等の後は、速やかに測定します。
3 留意事項
・測定高さは、地上1mとします。
・時定数の3倍以上の時間が経過後、時定数の間隔で5回測定し、5回の平均値を測定値とします。時定数は20秒以上とします。
・検出器は地面と水平にし、なるべく体から離します。
・検出器は汚染防止のため、ビニール袋等で覆います。
2-2　原水、放流水、排水汚泥
・原水及び放流水の放射性物質濃度の測定は、この指針に規定する濃度基準を超えないように管理するために実施します。
・排水汚泥の放射性物質濃度の測定は、埋め立てる焼却灰等の目安値を管理するために実施します。
・測定は、「廃棄物等の放射能調査・測定法暫定マニュアル」に定める方法により行います。
・受入前に1回測定します。
・受入後は、原水、放流水については、週1回、排水汚泥については、2週間に1回測定することとしますが、台風、集中豪雨等の後は、速やかに測定します。
・セシウム134とセシウム137の合計の計算において、測定値が検出下限値未満であった場合は、検出下限値を用いて計算します。
2-2-1　原水、放流水
(1)採取方法
試料の採取は、ひしゃく等の採取器具を使用し、試料容器を採取する水で共洗いを行った後に採取します。採取量は2Lとします。
(2)測定方法
測定は、文部科学省放射能測定法シリーズ７「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー」（平成４年改訂）に準拠して行います。
測定方法の詳細については、参考資料4（廃棄物等の放射能調査・測定法暫定マニュアル）を参照ください。
(3)検出下限値
	放射性物質の種類
	評価すべき濃度
	検出下限値

	セシウム134とセシウム137の合計値
	セシウム134：60Bq／L
	1Bq／L以下

	
	セシウム137：90Bq／L
	


2-2-2　排水汚泥
(1)採取方法
試料の採取方法は下記の通りです。
・試料の採取はインクリメントスコップ等を使用して採取します。
・堆積された試料の表層から偏りがないように4箇所採取します。
・試料がコンベア上を流れている場合には試料の移動中に一定時間間隔で4回採取します。
・上記の方法で採取した試料は、1つの容器（チャック付きのポリ袋で可）でよく混合します。
・採取量は500g～1kg程度とし、試料は含水率の測定を行うこととします。
 (2)測定方法
測定は、文部科学省放射能測定法シリーズ７「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー」（平成４年改訂）に準拠して行います。
測定方法の詳細については、参考資料4（廃棄物等の放射能調査・測定法暫定マニュアル）を参照ください。
 (3)検出下限値
	放射性物質の種類
	評価すべき濃度
	検出下限値

	セシウム134とセシウム137の合計値
	2,000Bq／kg
	20Bq／kg以下


2-3　測定結果による対応
処分地の敷地境界線、埋立区画及び埋立作業場所の空間線量率が異常に高くなった場合並びに放流水、排水処理施設に入る前の原水、排水汚泥の放射性物質濃度が次の（ア）又は（イ）に該当した場合は、処理を中断し、埋立物、処分地の詳細調査を行う。埋立ての目安値を超過した埋立物、排水汚泥があった場合は、作業者が放射線による影響を受けないように措置をとった上で、処理方法について検討する。
（ア）　放流水及び排水処理施設に入る前の原水の放射性物質濃度について、（２）－１ ウの式により算定した値が１を超過した場合
（イ）　排水汚泥の放射性物質濃度が埋立ての目安値を超過した場合
空間線量率が異常に高くなった場合とは、受入れ前に5日間測定したバックグラウンド空間線量率の平均値を除いた空間線量率の測定値が、0.19μSv/h以上となることをいいます。（50ページ参照）

（(2)-1ウの式）
	セシウム134の濃度（Bq／L）
	＋
	セシウム137の濃度（Bq／L）

	60（Bq／L）
	
	90（Bq／L）


３　測定回数の減じる規定について
・表５の注１）にある、「①、②に示す値より十分低く」とは、
原水及び放流水については、放射性物質濃度の測定値が1Bq／L未満であることとします。
排水汚泥については、放射性物質濃度の測定値が20Bq／kg未満であることとします。
・表５の注２）にある、「一定期間」とは、半年以上とします。
・表５の注２）にある、「空間線量率が異常に高くなった場合」とは、受入前に５日間測定したバックグラウンド空間線量率の平均値を除いた空間線量率の測定値が、0.19μSv／h以上となることをいいます。
	（３）陸上部における埋立処分　
ア　埋立処分にあたっては、次のとおり行うこととする。
（ア）　焼却灰等の埋立場所が特定できるように措置する。
（イ）　埋め立てる焼却灰等と水がなるべく接触しないように場内の水が溜まりやすい場所での埋立ては行わない。
（ウ）　土壌の層の上に焼却灰等を埋め立てる。
（エ）　飛散、流出防止のため即日、土又は遮水シートで覆う。
イ　最終処分場の排水中のダイオキシン類・重金属類等を測定し、廃棄物処理法の排水基準を　遵守することとする。測定は、廃棄物処理法に定める頻度・方法により実施することとする。
ウ　最終処分場の排水口における放流水の放射性物質濃度は、3ヶ月間の平均濃度について、　　次の式により算定した値が１を超えないようにすることとする。

セシウム134の濃度（Bq／L）
＋
セシウム137の濃度（Bq／L）
60（Bq／L）
90（Bq／L）
エ　最終処分場の敷地境界、埋立区画、埋立作業場所及び受入施設がある場合は、受入施設の　　敷地境界、事業場内1地点で空間線量率を測定する。最終処分場の放流水、排水処理施設に　　入る前の原水、排水処理施設からの排水汚泥について、放射性物質濃度を測定する。測定対象等詳細については、図６び表５のとおりとする。
　　測定の結果、最終処分場の敷地境界、埋立区画、埋立作業場所及び受入施設の敷地境界、　　事業場内の空間線量率が異常に高くなった場合並びに最終処分場の放流水、排水汚泥の放射性物質濃度が次の（ア）又は（イ）に該当した場合は、処理を中断し、埋立物、埋立処分場の　　　　詳細調査を行い、埋立ての目安値を超過した埋立物、排水汚泥については、作業者が放射線による影響を受けないように措置をとった上で、処理方法について検討する。
　　（ア）　放流水の放射性物質濃度について、（３）ウの式により算定した値が１を超過した場合
　　（イ）　排水汚泥の放射性物質濃度が埋立ての目安値を超過した場合








〔解　説〕
1　最終処分場の水質管理について
最終処分場の水質については、埋立処分に伴い生ずる排水中の放射性物質濃度がこの指針に規定する濃度基準を超えないように管理する必要があります。
排水の放射性物質の濃度は、当該施設の排水口での濃度を測定することにより監視します。
また、廃棄物処理法で定められている技術上の基準を遵守する必要があります。

（排水中の放射性物質の濃度基準）
	セシウム134の濃度（Bq／L）
	＋
	セシウム137の濃度（Bq／L）
	≦
	１

	60（Bq／L）
	
	90（Bq／L）
	
	


〔運　用〕
１　3ヶ月の平均濃度について
3ヶ月間の平均濃度の考え方は以下のとおりとします。 
 (1) 1ヶ月に１回以上測定を行います。セシウム134、137の測定値を、それぞれ60、90で除し、和を求めることで、1に対する割合を求めます（有効数字2桁）。測定値が検出下限値未満であった場合は、検出下限値を用いて計算します。
(2) 1ヶ月に2回以上測定を行った場合は、(1)で求めた割合の平均値を取り（有効数字2桁）、その月の測定値とします。 
(3)(1)もしくは (2)の測定結果について、連続3ヶ月間の平均値を取り、この値を「3ヶ月間の平均濃度」とします（有効数字2桁）。 
２　最終処分場での測定について
2-1　敷地境界、埋立区画、埋立作業場所（受入施設がある場合は、敷地境界、事業場内1地点）
埋め立てた焼却灰等による周辺への放射性物質の影響を確認するために敷地境界で空間線量率を測定します。また、最終処分場の作業者への放射性物質の影響を確認するために、事業場内で空間線量率を測定します。
(1)測定機器
空間線量率の測定は、NaIシンチレーションサーベイメータ（エネルギー　補償形）により行います。機器は、1年以内に校正されたものを使用します。
(2)測定方法
測定は以下の手順に従って行います。
4 埋立てを開始する前の測定
・埋立てを開始する前に、敷地境界線、事業場内でバックグラウンド測定を行います。
・測定地点は、最終処分場の敷地境界線の4方向4地点、埋立区画ごと4方向4地点、埋立作業場所　　ごと1地点、受入施設の敷地境界線の4方向4地点、事業場内1地点とします。
・埋立て前に日1回、5日間測定します。
5 埋立て開始後の測定
・埋立て開始後は、週1回測定することとしますが、台風、集中豪雨等の後は、速やかに測定します。
6 留意事項
・測定高さは、地上1mとします。
・時定数の3倍以上の時間が経過後、時定数の間隔で5回測定し、5回の平均値を測定値とします。時定数は20秒以上とします。
・検出器は地面と水平にし、なるべく体から離します。
・検出器は汚染防止のため、ビニール袋等で覆います。
2-2　原水、放流水、排水汚泥
・排水の放射性物質濃度の測定は、この指針に規定する濃度基準を超えないように管理するために実施します。
・排水汚泥の放射性物質濃度の測定は、埋め立てる焼却灰等の目安値を管理するために実施します。
・測定は、「廃棄物等の放射能調査・測定法暫定マニュアル」に定める方法により行います。
・受入前に1回測定します。
・受入後は、原水、放流水については、週1回、排水汚泥については、2週間に1回測定することとしますが、台風、集中豪雨等の後は、速やかに測定します。
・セシウム134とセシウム137の合計の計算において、測定値が検出下限値未満であった場合は、検出下限値を用いて計算します。
2-2-1　原水、放流水
(1)採取方法
試料の採取は、ひしゃく等の採取器具を使用し、試料容器を採取する水で共洗いを行った後に採取します。採取量は2Lとします。
(2)測定方法
測定は、文部科学省放射能測定法シリーズ７「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー」（平成４年改訂）に準拠して行います。
測定方法の詳細については、参考資料4（廃棄物等の放射能調査・測定法暫定マニュアル）を参照ください。
(3)検出下限値
	放射性物質の種類
	評価すべき濃度
	検出下限値

	セシウム134とセシウム137の合計値
	セシウム134：60Bq／L
	1Bq／L以下

	
	セシウム137：90Bq／L
	


2-2-2　排水汚泥
(1)採取方法
試料の採取方法は下記の通りです。
・試料の採取はインクリメントスコップ等を使用して採取します。
・堆積された試料の表層から偏りがないように4箇所採取します。
・試料がコンベア上を流れている場合には試料の移動中に一定時間間隔で4回採取します。
・上記の方法で採取した試料は、1つの容器（チャック付きのポリ袋で可）でよく混合します。
・採取量は500g～1kg程度とし、試料は含水率の測定を行うこととします。
 (2)測定方法
測定は、文部科学省放射能測定法シリーズ７「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー」（平成４年改訂）に準拠して行います。
測定方法の詳細については、参考資料4（廃棄物等の放射能調査・測定法暫定マニュアル）を参照ください。
 (3)検出下限値
	放射性物質の種類
	評価すべき濃度
	検出下限値

	セシウム134とセシウム137の合計値
	2,000Bq／kg
	20Bq／kg以下


2-3　測定結果による対応
最終処分場の敷地境界、埋立区画、埋立作業場所及び受入施設の敷地境界、事業場内の空間線量率が異常に高くなった場合並びに最終処分場の放流水、排水汚泥の放射性物質濃度が次の（ア）又は（イ）に該当した場合は、作業を中断し、埋立物、埋立処分場の詳細調査を行い、埋立ての目安値を超過した埋立物、排水汚泥については、作業者が放射線による影響を受けないように措置をとった上で、被災自治体及び国とその処理方法について協議します。
（ア）　放流水の放射性物質濃度について、（３）ウの式により算定した値が１を超過した場合
（イ）　排水汚泥の放射性物質濃度が埋立ての目安値を超過した場合
空間線量率が異常に高くなった場合とは、受入れ前に5日間測定したバックグラウンド空間線量率の平均値を除いた空間線量率の測定値が、0.19μSv／h以上となることをいいます。（50ページ参照）

（(3)ウの式）
	セシウム134の濃度（Bq／L）
	＋
	セシウム137の濃度（Bq／L）

	60（Bq／L）
	
	90（Bq／L）


３　測定回数の減じる規定について
・表５の注１）にある、「①、②に示す値より十分低く」とは、
排水については、放射性物質濃度の測定値が1Bq／L未満であることとします。
排水汚泥については、放射性物質濃度の測定値が20Bq／kg未満であることとします。
・表５の注２）にある、「一定期間」とは、半年以上とします。
・表５の注２）にある、「空間線量率が異常に高くなった場合」とは、受入前に５日間測定したバックグラウンド空間線量率の平均値を除いた空間線量率の測定値が、0.19μSv／h以上となることをいいます。
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図６　最終処分場における廃棄物の流れと測定箇所











表５　最終処分場での測定
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